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Abstract: This study examined three exemplary context effects, namely attractive effect, similarity effect and
compromise effect which have influence upon purchase decision-making of consumers to see which effect
has strongest influence upon which psychological purse. In the experiment, commodity groups were selected
according to the procedure of measuring psychological purses and to a questionnaire experiment for context
effect. The purpose of the experiment is to measure the change of participants’ preference tendency by com-
paring the choice of percentage between alternative one out of two choices and three multiple choices for
each context effect. Similarity effect had influence upon the psychological purse for self-improvement which
prefers high-priced goods, but not upon the psychological purse for daily life which prefers low-priced
goods. Compromise effect had influence upon all psychological purses, but on the contrary, attractive effect
had no influence upon any psychological purses. As a result, it is confirmed that preference tendency of
decision-maker under influence of context effect varies depending on the psychological purse and its com-
modity group.































では，図 1のように価格（price）と品質（quality）をそれぞれ P, Q とし「0を最低」，「100を最高」とした時に，
高選択肢商品 A が A（P:80, Q:80），低選択肢商品 B が B（P:20, Q:20）とし，そこに第 3の選択肢 X, Y, Z を配
置した場合に，2つの選択肢からなる選択比率がどのように変化するのを検討した。その選択肢を設けることで
生じる現象が，以下に説明する魅力効果（X），類似効果（Y），そして，妥協効果（Z）である。
まず，魅力効果は，商品 A すなわち A（P:80, Q:80）のまわりに，それよりも劣った属性を持った選択肢であ
る商品 X（P:90, Q:70）を投入させることによって生じる。たとえば，店のオーナーが 10000円と 20000円の 2つ
のキャメルコートを持っていて，高い方のジャケットが売れないと分かった。そのコートより品質の劣る新しい
キャメルコートを追加の売り上げは増加する。この商品 X の 25000円のジャケットは選択される見込みのないお
とり商品であるが，ターゲット商品 A の 20000円の選択確率が上昇するという現象を生じさせる（Huber et.al.
1982）。この効果の特徴は，それまで目に留まることのなかった商品 A の値打ちが商品 X と比較させることによ
って高まることにある。
次に，類似効果は，Y のように商品 A（P:80, Q:80）の
近くによく似ている Y（P:70, Q:70）を投入することによ










択（商品 B）の 2選択肢のちょうど真ん中に商品 Z（P:
50, Q:50）を置いた場合に見られる現象を妥協効果（Si-
monson, 1989）という。中間商品を投入することによっ
図 1 意思決定における文脈効果（高選択肢 A と低選択
肢 B，魅力 X，類似 Y，妥協 Z）
２０４ 甲南女子大学研究紀要第 54号 人間科学編（2018年 2月）























































表 1 29品目と 4つの心理的サイフの因子分析の結果





































































































































































２０６ 甲南女子大学研究紀要第 54号 人間科学編（2018年 2月）
方 法
まず，文脈効果で使用する商品ごとの価格の設定を女子大学生 102名を対象に行った。心理的サイフの特徴で





記入した最頻値にして，これらの商品 A・B と 3つの文脈効果（魅力・類似・妥協）が同じ線分上でバランスよ
く乗れるように設定した（図 1）。商品項目の品質は Huber et.al., 1982の研究を基に，その値を商品 A は 80％，









文脈効果の順序を統制するために，条件 1：魅力→類似→妥協，条件 2：類似→妥協→魅力，条件 3：妥協→魅
力→類似の 3パターンの質問紙を作成した。
実験参加者に意思決定課題が書かれた冊子を配布した。各意思決定課題には 12質問があり，実験参加者はあら
かじめ決められた順調によって 3つの文脈効果すべての条件に回答した。また，各商品項目の第 1問は 2選択肢
課題であり，高品質・高価格（商品 A）か低品質・低価格（商品 B）かの 2つの選択肢から 1つを選ばせた。第
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２１０ 甲南女子大学研究紀要第 54号 人間科学編（2018年 2月）
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